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石
巻
専
修
大
学

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
専
修
大
学
は
、
被
災
さ
れ
た
学
生
と
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
て
、
安

心
し
て
学
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
左
記
の
各
担
当
部
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

＊
詳
細
は
専
修
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

西
日
本
豪
雨
、大
阪
北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

【
一
部
学
生
】生
田
学
生
生
活
課
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
６
７
　
▽
神
田
学
生
生
活
課
　
　
　
　
　
　
　
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

【
二
部
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生
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部
事
務
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・
３
２
６
５
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３
５
９
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大
学
院
生
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学
院
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務
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０
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９
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２
７
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▽
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学
院
事
務
課
　
　
　
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６
８
　
　【
法
科
大
学
院
生
】法
科
大
学
院
事
務
課
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
９
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最新情報は大学ホームページ、公式twitter、
Facebookでご確認ください。

「ニュース専修」の次回発行は
9月号（9月15日発行）です。

お知らせ

チェア募金 ご協力のお願い

　2020年春、靖国通り新校地に新校舎が誕生

します。新校舎の教室で使用する椅子の調達

にご協力いただく「チェア募金」を募集いた

します。学生の学びを支えるため、募金への

ご協力をお願いいたします。

詳細は、専修大学ホームページをご覧ください。

https://www.senshu-u.ac.jp/about/donation/

　新校舎完成後、頂いたご寄付をどの教室の

椅子の購入に充てたかを明示した「チェア募

金報告書」をお送りいたします。

靖
国
通
り
神
田
新
校
舎（
仮
称
）
２
０
２
０
年
春
完
成
予
定

専修大学募金局　TEL：03・3265・3157

募集期間

　2018年8月1日～ 2020年3月31日

寄付金額

　１口　10,000円

お問い

合わせ

　
専
修
大
学
は
タ
イ
商
工
会

議
所
大
学
（
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
、
サ

オ
ワ
ニ
ー
・
タ
イ
ル
ン
ロ
ー

ト
学
長
）
と
国
際
交
流
協
定

を
６
月
１
日
付
で
締
結
し

た
。
タ
イ
の
大
学
と
の
協
定

は
初
め
て
。
本
学
の
国
際
交

流
協
定
は
18
カ
国
・
地
域
の

24
大
学
、
国
際
交
流
組
織
間

協
定
は
４
カ
国
11
機
関
と
な

っ
た
。（
６
月
30
日
現
在
）

　
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
は
、
同
大
学

の
経
済
ビ
ジ
ネ
ス
予
測
セ
ン

タ
ー
と
本
学
の
社
会
知
性
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
ア
ジ
ア

産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
研
究

代
表

小
林
守
商
学
部
教

授
）
が
２
０
１
５
年
に
国
際

交
流
組
織
間
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
研
究
調
査
や
共
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
実
施
、

密
接
な
関
係
を
つ
く
っ
て
き

た
。

　
小
林
教
授
は
「
ア
ジ
ア
産

業
の
研
究
を
進
め
て
い
く
上

で
タ
イ
の
大
学
と
の
研
究
交

流
は
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

交
換
留
学
な
ど
幅
広
い
大
学

間
交
流
が
期
待
で
き
る
」
と

話
し
て
い
る
。

　
主
な
交
流
内
容
は
▽
研

究
、
講
義
な
ど
の
学
術
訪
問

▽
共
同
教

育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実

施
▽
共
同

国
際
学
術

会
議
、
セ

ミ
ナ
ー
、

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な

ど
の
実
施

▽
学
生
・

大

学

院

生
、
教
職

員
の
交
換
▽
短
期
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
｜
｜
と
な
っ
て

い
る
。

　
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は
バ
ン
コ
ク
市

に
あ
る
私
立
の
文
科
系
総
合

大
学
。
タ
イ
商
工
会
議
所
を

母
体
と
す
る
調
査
部
門
が
独

立
し
、
１
９
８
４
年
に
大
学

教
育
機
関
と
し
て
誕
生
し

た
。

　
国
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の

教
育
機
関
と
し
て
評
価
が
高

く
、
同
分
野
の
私
立
大
学
で

は
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

　
学
生
は
約
２
万
人
。
会

計
、
経
済
、
人
文
、
科
学
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー

ト
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

法
律
、
経
営
、
観
光
な
ど
幅

広
い
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
11

学
部
と
、
大
学
院
が
あ
る
。

こ
の
中
に
は
英
語
で
ビ
ジ
ネ

　
社
会
政
策
・
労
働
問
題
に

つ
い
て
学
ぶ
経
済
学
部
・
兵

頭
淳
史
ゼ
ミ
は
、
川
崎
市
内

の
認
可
保
育
所
で
働
く
保
育

士
ら
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
、
労
働
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
。
６
月
14

日
、
川
崎
市
役
所
で
記
者
発

表
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
は
厳
し
い
労
働
環
境

が
浮
か
び
上
が
り
、
ゼ
ミ
生

ら
は
「
働
く
環
境
の
整
備
が

必
要
」
と
訴
え
た
。

　
調
査
は
弁
護
士
、
研
究

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
な
ど
で

つ
く
る
市
民
団
体
「
川
崎
市

保
育
問
題
交
流
会
」
と
共
同

で
昨
年
実
施
。
市
内
の
認
可

保
育
所
３
１
６
園
で
働
く
職

員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
82
園
、
７
７
２
人
か
ら

回
答
を
得
た
（
回
収
率
24
・

４
％
）。
ゼ
ミ
生
27
人
が
調

査
、
分
析
に
当
た
っ
た
。

　
正
職
員
の
基
本
給
は
25
万

円
以
下
が
６
割
以
上
と
多

く
、
非
正
規
雇
用
の
８
割
が

時
給
１
２
０
０
円
以
下
だ
っ

た
。
残
業
は
約
７
割
が
「
ほ

ぼ
毎
日
」「
時
々
あ
る
」
と

答
え
た
が
、
残
業
代
が
支
給

さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち

の
３
割
で
、
２
割
は
支
給
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
日
の

平
均
休
憩
時
間
が
45
分
以
上

と
答
え
た
人
は
半
数
以
下

で
、「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と

い
う
人
も
13
％
い
た
。

　
計
８
割
以
上
が
今
の
職
種

で
「
定
年
ま
で
」「
で
き
る

だ
け
長
く
」
働
き
た
い
と
考

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
実
際
の
経
験
年
数
は
５

割
近
く
が
７
年
以
下
と
ギ
ャ

ッ
プ
が
あ
っ
た
。
労
働
組
合

の
有
無
に
関
し
て
は
、「
わ

か
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が

43
％
と
多
か
っ
た
。

　
兵
頭
教
授
は
「
保
育
士
の

キ
ャ
リ
ア
継
続
の
困
難
さ

や
、
労
働
組
合
の
存
在
感
の

薄
さ
な
ど
、
重
要
な
問
題
を

再
認
識
で
き
た
。
保
育
現
場

の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た

め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

学
生
が
考
え
る
い
い
機
会
に

な
っ
た
。
市
民
団
体
の
方
と

一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

学
生
た
ち
は
広
い
視
野
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
」

と
話
し
た
。

　
前
ゼ
ミ
長
の
江
崎
麻
衣
さ

ん
（
経
済
４
）
は
「
保
育
の

労
働
問
題
は
漠
然
と
知
っ
て

い
た
が
、
今
回
の
調
査
で
、

保
育
に
関
わ
る
人
の
待
遇
が

よ
く
わ
か
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
楽
し
く
過
ご
す

場
に
す
る
た
め
に
は
、
働
く

状
況
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
た
」
と
話

し
た
。

　
９
月
22
日
（
土
）
13
時
か

ら
報
告
会
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
「
学
生
が
市
民
と
共
に

調
べ
た
保
育
状
況
」
が
川
崎

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

す
く
ら
む
21
で
開
催
さ
れ
、

兵
頭
教
授
と
ゼ
ミ
生
ら
が
報

告
す
る
。

タ
イ
の
大
学
と
初
の
国
際
交
流
協
定

Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ 

交
換
留
学
な
ど
推
進

調
査
結
果
を
発
表
す
る
江
崎
さ
ん

（
左
）
ら
兵
頭
ゼ
ミ
の
学
生

ＵＴＣＣで行われたアジア産業研究

センターの国際シンポジウム

 ＝2017年９月

ス
教
育
を
行
う
学
部
も
あ

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ

ン
、
マ
ン
ダ
レ
ー
に
も
キ
ャ

ン
パ
ス
を
置
く
。

願いを書き込んだ短冊を手に笑顔の留学生

保育士の労働実態調査
経済・兵頭ゼミ市民団体と共同

Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

バ
ン
コ
ク

国
際
交
流
七
夕
パ
ー
テ
ィ
ー

　
７
月
９
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
交

流
会
館
で
七
夕
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
本
学
に
短
期
留
学
し
て
い
る
学
生
ら

が
浴
衣
姿
で
日
本
文
化
に
親
し
ん
だ
。

　
８
月
ま
で
滞
在
中
の
10
大
学
44
人
の
留

学
生
の
ほ
か
、
専
大
生
も
多
数
参
加
。
留

学
生
は
浴
衣
を
着
て
短
冊
に
願
い
事
を
書

い
た
り
、
か
き
氷
を
作
っ
た
り
し
て
日
本

の
夏
を
楽
し
ん
だ
。

　
米
国
・
オ
レ
ゴ
ン
大
学
の
ラ
ロ
ン
デ
・

ゾ
ー
イ
さ
ん
は
、「
初
め
て
浴
衣
を
着
た

の
で
う
れ
し
い
。
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り

た
い
」
と
笑
顔
を
輝
か
せ
た
。

　
本
学
文
学
部
と
２
０
１
７
年
7
月
に
国

際
交
流
組
織
間
協
定
を
結
ん
だ
韓
国
・
慶

熙
大
学
か
ら
16
人
が
夏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

初
参
加
。

　
チ
ェ
・
ジ
ン
デ
さ
ん
は
「
専
大
生
や
他

の
国
の
留
学
生
と
一
緒
に
暮
ら
す
国
際
交

流
会
館
で
の
生
活
は
楽
し
い
。
こ
の
１
カ

月
間
で
、
日
本
文
化
を
理
解
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

浴
衣
姿
で 

日
本
の
夏




